
  「
み
な
さ
ま
の
鉄
砲
玉
、
山
本
太
郎
で
す
！　

こ
れ
、
も
う
、
変
え
て
い
く
だ
け
な

ん
で
す
よ
、
あ
と
は
。
そ
う
で
す
よ
ね
！
」。
２
０
１
５
年
９
月
19
日
未
明
、
５
度
に

わ
た
る
一
人
牛
歩
の
後
に
、
参
議
院
本
会
議
で
安
全
保
障
関
連
法
案
が
可
決
し
た
後
、

国
会
前
で
コ
ー
ル
を
続
け
る
市
民
の
前
に
出
て
き
た
山
本
太
郎
さ
ん
は
、
こ
う
明
る

く
言
っ
た
の
で
し
た
。
間
違
い
な
く
彼
の
存
在
や
発
言
や
行
動
は
、
遥
か
彼
方
の
遠

い
存
在
だ
っ
た
「
国
会
」
や
「
国
会
答
弁
」
の
世
界
を
、「
お
茶
の
間
」
的
な
世
界
に

引
き
ず
り
こ
ん
で
く
れ
ま
し
た
（
政
治
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
は
私
た
ち
の
足
元

に
あ
る
も
の
、
な
の
で
こ
れ
が
正
し
い
の
で
す
が
…
）。

　

そ
ん
な
山
本
太
郎
さ
ん
、
平
日
は
国
会
で
フ
ル
活
動
、
週
末
は
「
あ
な
た
の
街
に

太
郎
を
呼
ぼ
う
！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
全
国
を
飛
び
回
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、

み
な
さ
ん
と
じ
っ
く
り
お
話
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
そ
こ
で
、
首
都
圏
で
生
太
郎

さ
ん
の
話
を
聞
い
て
み
た
い
が
、な
か
な
か
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
…
と
い
う
方
の
た
め
に
、

夏
の
選
挙
を
1
ヶ
月
半
後
に
控
え
た
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
お
話
を
た
っ
ぷ
り
聞

け
る
機
会
を
作
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
は
マ
ガ
９
で
お
馴
染
み
の
雨
宮
処
凛
さ
ん
。
雨
宮
さ
ん
は
、
太
郎
さ
ん
の

国
会
質
問
の
作
成
チ
ー
ム
の
一
員
で
も
あ
り
ま
す
。
安
倍
総
理
を
国
会
の
場
で
追
い

詰
め
た
国
会
質
問
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
、
太
郎
さ
ん
が
よ
く
話
さ
れ
て
い

る
「
国
会
議
員
を
市
民
が
利
用
す
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
し
て
そ
れ

を
実
現
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
な
ど
も
お
聞
き
す
る
予
定
で
す
。

　

山
本
太
郎
さ
ん
を
突
破
口
に
、な
ん
と
か
政
治
を
私
た
ち
市
民
の
手
に
と
り
も
ど

す
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、無
関
心
層
に
呼
び
か
け
て
、次
の
国
政
選
挙
の
投
票
率
を
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今
イ

ベ
ン
ト
に
は
「
政
治
に
あ
ま
り
関
心
が
な
い
」、「
選
挙
に
誰
を
入
れ
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
お
友
達
を
一
人
で
も
多
く
、
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
！ 

ま
た
、

一
緒
に
動
く
仲
間
が
欲
し
い
と
い
う
人
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
!! 

沢
山
の
仲
間
と
出
会

え
る

―
そ
ん
な
場
所
も
提
供
す
る
予
定
で
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!!

第 41回 マ ガ９ 学 校  参 加 者 募 集

講師：山本太郎さん
ゲスト：雨宮処凛さん

●参加費：一般2000円／学生1500円（高校生以下無料）
●ペア割引あり（２人で3000円）＊一般と学生のペアの場合は、一般２人とさせていただきます

2016

5/14・土
１4:00～16：30（開場13：30）

北とぴあ つつじホール（東京都北区王子１丁目１１－１）

世
界
を

変
え
る
の
は
、

い
つ
の
時
代
も

「
空
気
を
読
ま
な
い

バ
カ
」で
あ
る
！ 

こ
れ
で
、選
挙
も

1
0
0
0
倍
楽
し
く
な
る
！

※参加費は、当日の受付にてお支払いください。※学生の方は、当日受付で学生証をご提示ください。
※ペア割引をご利用の方は、お二人お揃いの上で受付にてお申し出ください。※ペア割引は、他の割引との併用はできません。
※定員（400名）になり次第締め切らせていただきますので、ご了承ください。

主催：一般社団法人 マガジン９　協力：集英社インターナショナル
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第 4 1回 マ ガ９ 学 校  参 加 者 募 集

講　師：山本太郎さん
ゲスト：雨宮処凛さん

●連絡先 ●参加人数／

WEB

FAX

［第41回 マガ９学校］で検索してください
03-5363-1708（下の欄にお名前と連絡先をご記入の上、送信してください）

●お名前／

（連絡のつく電話番号かメールアドレスをお書きください）

□第41回マガ９学校に参加します。

参加申込みは

山本太郎●やまもと・たろう　参議院議員。１９７４年、兵庫県宝塚市生まれ。２０１１年３月１
１日に発生した東日本大震災の後、４月より反原発活動を開始。１３年７月、参議院議員選挙に
東京選挙区より出馬、６６６，６８４票(１１．８%)を得て当選。１４年１２月「生活の党」に合流、「生
活の党と山本太郎となかまたち」の共同代表に。１５年１月より内閣委員会、行政監視委員会、
東日本大震災復興及び原子力問題特別委員会、国の統治機構に関する調査会に所属。２０
１５年第１８９回国会・「我が国及び国際社会の平和安全法制に関する特別委員会」におけ
る、総理及び各大臣へのロジカルかつ鋭い質疑の数 と々、わが国の立憲主義の崩壊への体
を張った抗議とが、大きな話題となる。２０１５年１月内閣委員会、行政監視委員会、東日本大
震災復興及び原子力問題特別委員会、国の統治機構に関する調査会に所属。現在、原発
問題、被曝問題、子どもと放射能、ＴＰＰ問題、労働問題、社会保障制度改革、表現の自由に
関わる問題等に特に深く関わり活動中。主な著書に『ひとり舞台　脱原発-闘う役者の真実』
（集英社）、『みんなが聞きたい　安倍総理への質問』（集英社インターナショナル）。

雨宮処凛●あまみや・かりん　作家・活動家。１９７５年、北海道生まれ。２０００年、 自伝的
エッセイ『生き地獄天国』(太田出版/ちくま文庫)でデビュー。以来、「生きづらさ」についての著
作を発表する一方、イラクや北朝鮮への渡航を重ねる。０６年からは新自由主義のもと、不安
定さを強いられる人 「々プレカリアート」問題に取り組み、取材、執筆、運動中。メディアなどでも
積極的に発言。３・１１以降は脱原発運動にも取り組む。０７年に出版した『生きさせろ! 難民化
する若者たち』(太田出版/ちくま文庫)はJCJ賞(日本ジャーナリスト会議賞)を受賞。著書に『プ
レカリアートの憂鬱』(講談社)、『雨宮処凛の闘争ダイアリー』(集英社)、『１４歳からの原発問
題』『１４歳からわかる生活保護』『１４歳からわかる生命倫理』(河出書房新社)、『小心者的幸
福論』(ポプラ社)、『何もない旅　何もしない旅』(光文社知恵の森文庫)、『排除の空気に唾を
吐け』(講談社現代新書)、『バンギャル　ア　ゴーゴー』(講談社文庫)、『バカだけど社会のこ
とを考えてみた』(青土社)、『命が踏みにじられる国で、声を上げ続けるということ』(創出版)、
『仔猫の肉球』(小学館)など多数。最新刊は『１４歳からの戦争のリアル』(河出書房新社)。「反
貧困ネットワーク」世話人、「週刊金曜日」編集委員、フリーター全般労働組合組合員、「こわれ
者の祭典」名誉会長。


